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【法人賛助会員】

株式会社アクトエンジニアリング

アズビル株式会社

学校法人岩崎学園

株式会社ヴォートル

株式会社エス・シー・アライアンス

株式会社ＮＨＫアート

鹿島建設株式会社横浜支店

株式会社勝烈庵

一般財団法人神奈川県教育福祉振興会

株式会社神奈川孔文社

株式会社神奈川保健事業社

神谷コーポレーション株式会社

カヤバCS株式会社

川本工業株式会社

株式会社共栄社

株式会社 KSP

株式会社合同通信

株式会社清光社

株式会社テレビ神奈川

東工株式会社

日成工事株式会社
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日生商工株式会社

日総ブレイン株式会社

日本発条株式会社

パナソニックEWエンジニアリング株式会社

Piascore 株式会社

平安堂薬局

株式会社ホテル、ニューグランド

一般社団法人本牧関連産業振興協会

丸茂電機株式会社

三沢電機株式会社

森平舞台機構株式会社

ヤマハサウンドシステム株式会社

株式会社有隣堂

株式会社豊商会

株式会社ユニコーン

株式会社横浜アーチスト

横浜信用金庫

弁護士法人横浜パートナー法律事務所

横浜ビルシステム株式会社

株式会社ワイイーシーソリューションズ

匿名 : 3社

【永年個人賛助会員】

延命政之

小山明枝

【個人賛助会員】

味田健一

小川浩

黒瀬博靖

柴田彩友美

鈴木真由美

髙岡俊之

髙野伊久男

田中浩司

戸張 実

中澤守正

橋本尚子

松森 繁

御薗生和彦

山口健太郎

匿名 : 4名

【能舞台協賛】

ナイス株式会社

【個別協賛】

アートコートギャラリー

ACAO FOREST

アクセンチュア 芸術部／Accenture Art Salon

株式会社ルーク

匿名 : 1社

【協力】

株式会社崎陽軒

株式会社富士住建

【一般寄付金】

一柳清子

定金誠一郎

匿名：1 名

その他、オンライン小口寄付等によるご支援も多数
賜りました。

賛助会員
【法人】 法人賛助会員　一口・年間：10万円

 特別賛助会員　一口・年間：100万円
【個人】 個人賛助会員　一口・年間：3万円

 永年個人賛助会員（満 65歳以上）　一口：30万円
その他、当財団が主催する事業ごとのご協賛、1口 1,000円から
クレジット決済がご利用頂けるオンライン小口寄付も承っております。 
詳細はお問い合わせください。

賛助会員の主な特典
● 当財団のウェブサイト、情報誌「神奈川芸術プレス」にご芳名を掲載します 

（ご希望者のみ）
● 選定した主催公演にご招待します
● 会員様限定イベントにご招待します
● 当財団の情報誌「神奈川芸術プレス」（年2回発行）をお送りします
● 最新のチケット情報をメールマガジンでお届けします（ご希望者のみ）
● 当財団主催公演（一部除外あり）のチケットを割引価格にてご購入い 

ただけます

問い合わせ・資料請求
公益財団法人神奈川芸術文化財団 経営企画課　寄付・賛助会員担当　〒231-0023 横浜市中区山下町 3-1 神奈川県民ホール内
TEL：045-222-0551 （9：00～ 17：00 / 土・日・祝日・年末年始を除く）　メール：shien@kanagawa-af.org

神奈川芸術文化財団は、芸術文化の力で、地域に生きる人々の心を豊かにし、幸福な社会の実現に貢献します。
広く皆さまのご支援・お力添えを賜りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

ご寄付のお願い

賛助会員 協賛・協力

※当財団への寄付は税制上の優遇措置がございます
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1993年に設立した当財団は、芸術文化の創造と普及を県立
文化施設（神奈川県民ホール・KAAT神奈川芸術劇場・神奈
川県立音楽堂）の運営と一体的に行うことにより、身近で質の高
い芸術鑑賞の機会を提供するとともに、神奈川から新たな芸術
文化を創造・発信することを目的に活動を継続してまいりました。

2019年には、私たちが今後も継続して芸術文化の創造と振
興に更なる力を発揮していくために、めざすべき姿を描き定め、
上記のように「理念」と「ミッション」を定めました。

神奈川芸術文化財団について・2024年度の活動

ごあいさつ

2024年度収入 2,682,610 （単位：千円） 2024年度支出 2,746,629 （単位：千円）

■事業収入　269,554（10.0%）
■利用料収入　486,032（18.1%）
■受託収入　255,631（9.5%）
■指定管理料収入　1,506,423（56.2%）
■補助金等収入　95,239（3.6%）
■寄付金収入　6,922（0.3%）
■その他収入　62,809（2.3%）

■文化事業費　776,136（28.3%）
■施設維持運営事業費　1,903,794（69.3%）
■管理費（法人運営費）　66,699（2.4%）

皆様からの多大なるご支援に心より感謝申し上げます。

今年はついに県民ホールが休館を迎えてしまい、県域のさまざまな場所をめぐる「ツアー」がスタートしました。

これまでに体験したことのない状況ではありますが、横浜だけでなく、神奈川県のすみずみまでを視野にいれること

になったために、スタッフはみな積極的にアイディアを出しあって、若干の不安と大きな期待を持ちながら仕事に向

かっています。

英語に“When one door closes, another opens.”という格言があります。ひとつのドアが閉まると、新しいドアが

開く･･････。まさにこれからの県民ホール事業は、新しいドアを開く連続になると思います。私もワクワクしながら、

この試みを見守りたいと思っています。

そして音楽堂においては、従来通り、「ヘリテージ・コンサート」を重みのある芸術的な核に、そして「紅葉坂プ

ロジェクト」をチャレンジ精神の核にしながら、さまざまな企画を配置しています。他にもさまざまな新しいアイディアが次々

に提出されており、これからの時代にふさわしい、新しい企画をスタッフと共にたちあげたいと考えています。

財団にとっては激動の時代になりますが、ヴァラエティ豊かな音楽企画の数 に々ぜひご注目ください。今後ともどう

ぞよろしくお願いいたします。

神奈川県民ホール・音楽堂
芸術参与
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理念  ●私たちは、その想像力と創造性を活用し、芸術文化の価値を高めます。
  ●私たちは、芸術文化の力で、地域に生きる人々の心を豊かにし、幸福な社会の実現に貢献します。

4つのミッション ●創造に挑む　●感動を分かち合う　●つねに考える　●未来につなぐ

【2024年度ご支援の実績】
法人賛助会員46社／個人賛助会員18名／永年個人賛助会員2名／個別事業への協賛6社／広告協力4社
その他一般寄付、オンライン小口寄付等72名など数々のご支援をいただきました。

【2024年度事業収支内訳】

このミッションに基づき2024年度は48事業204演目（企画）420

公演（回）の文化事業（主催・共催・提携公演）を実施し、他所での
巡回公演等も含めた3館の活動に対し合計で138,851名もの方に
ご来場・ご参加いただきました。「社会連携ポータル部門」も、3館と
連携しながら鑑賞サポートや人材育成等の取り組みを着 と々進め、芸
術文化という立脚点から進化する時代の社会課題に向き合ってまいり
ました。神奈川県民ホール休館後の今後も、あらゆる人 が々芸術文
化に親しめるよう、財団全体で一層力を入れて取り組んでまいります。

いつも多大なるご支援ご協力誠にありがとうございます。 

県立の公共劇場の豊かな活動がより皆様に届くようにと、劇場を「ひらく」と掲げ、いよいよ5年目を迎えました。

2021年度から25年度までが私の芸術監督の任期となっておりましたが、2026年度からの5年間、2期目をお引

き受けすることとなり、さらに大きくその思いを広げ、様 な々活動を通して、神奈川県には KAAT神奈川芸術劇場

という県民の皆様の劇場があるのだということをお伝えてしていきたいと思います。 

KAATは多くの主催公演を毎年実施している国内屈指の創造型劇場です。最前線で活躍する舞台芸術家

の手によって様 な々作品が創られ、プレシーズン、キッズプログラム、またメインシーズンのラインアップとして発表

されています。アーティストがアイデアを育て実験する場を提供する「カイハツ」は、今年度からは公募も開始し、よ

り多くのアーティストに開かれた場となっていきます。「カイハツ」は人材育成であると同時に豊かな出会いの場です。

また、2024年度は国際共同制作プログラムが大変充実し、『品川猿の告白～ Confessions of a Shinagawa 

Monkey～』をはじめ、大きな成果を挙げました。 

こうした劇場の豊かな活動やその成果を、ご支援くださる皆様にもっと良く知っていただけるように取り組んでいき

たい。また、皆さまのご期待を理解した上で、そのご支援お力添えを役立てていければと考えております。県民の

皆様が世界に誇れる劇場となるために、ご支援くださる皆様と対話の機会を更に増やし、より多くの支援者の方々

との出会いを重ねていきたいと願っております。

皆様と劇場でお会いすることを心より楽しみにしております。 

日頃より、神奈川芸術文化財団の活動に多大なるご支援を賜り心より御礼申し上げます。

皆様から頂きましたご支援のおかげで、2024年度も、神奈川県民ホール、KAAT神奈川芸術

劇場、神奈川県立音楽堂の県立文化施設3館を一体的に運営し、芸術文化の創造を伴う幅広

い事業を数多く展開することができました。これらの取り組みを通じて、芸術文化を県民の皆様に継

続してお届けすることができましたのも、ひとえに皆様のご支援の賜物であり、改めまして深く感謝申し

上げます。

特に、神奈川県立音楽堂の開館70周年、神奈川県民ホールの開館50周年、そして2025年

3月の休館直前に開催いたしました「ありがとう神奈川県民ホール」では、多くの皆様にご参加いた

だき、盛大に節目を飾ることができました。改めまして、皆様のご支援に心より御礼申し上げます。

2025年からは、神奈川県民ホールでこれまで培ったノウハウを活かし、神奈川県域全体に活動

を展開してまいります。継続していく他2館の活動と一体となり、芸術文化の力で県民の皆様の心を

豊かにし、幸福な社会の実現に貢献するという理念のもと、職員一同、よりいっそう尽力してまいります。

今後とも、ご支援ご鞭撻を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。



神奈川県民ホール　
2024年度  活動概要

開館日 1975年1月17日
施設概要 大ホール（定員2,493人）
 小ホール（定員433人）
 ギャラリー（第1～ 5展示室）
 大・小会議室
住所 神奈川県横浜市中区山下町3-1

1 神奈川県民ホール開館50周年記念オペラシリーズVol.2 サルヴァトーレ・シャリーノ作曲『ローエングリン』 撮影：阿部章仁／ 2-3 ファンタスティック・ガラコンサート2024 撮影：

Kiyonori Hasegawa／ 4 《オルガンavecシリーズ vol.3》オルガンavecテアトル 撮影：阿部章仁／ 5-7 オープンシアター 2024 リラックスパフォーマンス「くるみ割り人形」 撮影：岩田えり／ 

8 オープンシアター 2024「オルガンの謎を解き明かそう!」 撮影：岩田えり／ 9 C×C 作曲家が作曲家を訪ねる旅 vol.6 酒井健治×クロード・ドビュッシー 撮影：平舘 平／ 10 C×Baroque 大塚直哉
が誘うバロックの世界Vol.4／ 11 中田恵子 オルガンリサイタル／ 12 2024年度企画展「眠れよい子よ よい子の眠る／ところ」 撮影 :Junji Kumano／ 13 第59回神奈川県美術展撮影：秋葉雅士
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ミッション「創造に挑む」
C×C　作曲家が作曲家を訪ねる旅 vol.6　酒井健治×クロード・ドビュッシー 2024年5月11日

神奈川県民ホール開館50周年記念オペラシリーズVol.2 

サルヴァトーレ・シャリーノ作曲『ローエングリン』 2024年10月5日～ 6日

企画展「眠れよい子よ　よい子の眠る／ところ」 2024年12月15日～2025年1月25日

　関連企画　浜田純平による即興パフォーマンス 2025年1月18日

　関連企画　ドラマリーディング「銀河鉄道の夜」 2025年1月24日

ミッション「感動を分かち合う」
C×Organ　オルガン・コンサート・シリーズ

　オルガン・プロムナード・コンサートVol.405～ Vol.408 通年

　中田恵子　オルガンリサイタル 2024年11月16日

　オルガンクリスマスコンサート 《J.S.バッハのクリスマス》 2024年12月8日

　《オルガンavecシリーズ vol.3》オルガンavecテアトル『レのシャープ君とミのフラットさん』 2025年2月8日

オープンシアター2024

　みんなの空き地（展覧会&ワークショップ） 2024年5月23日～ 6月1日

　オルガンの謎を解き明かそう! 2024年6月1日

　リラックスパフォーマンス「くるみ割り人形」（ダイジェスト版） 2024年6月1日

NDT（ネザーランド・ダンス・シアター）プレミアム・ジャパン・ツアー2024 2024年7月5日～ 6日

第59回神奈川県美術展 2024年9月4日～29日

ファンタスティック・ガラコンサート2024～愛は永遠に～ 2024年12月29日

ありがとう神奈川県民ホール C×Baroque 大塚直哉が誘うバロックの世界Vol.4 

バッハからの“招待状”or“挑戦状”!?～出版された《クラヴィーア練習曲》シリーズより～  2025年3月22日～23日

ありがとう神奈川県民ホール 音の記憶、空間の記憶～神奈川県民ホール・オルガン委嘱作品コンサート～ 2025年3月29日

ミッション「つねに考える」
舞台芸術講座 青島広志&水野英子の「少女マンガ界とオペラ界」～ワーグナーに焦点をあてて！～ 2024年8月17日

舞台芸術講座 マエストロ・サロン・レクチャー「耳の劇薬」～あなたもハマる S.シャリーノのささやき～ 2024年8月31日

ミッション「未来につなぐ」
〈県民ホール人材育成事業〉

県民ホール　ギャラリー・インターン 2024年6月1日、7月11日

劇場運営マネージメント講座 障害者差別解消法について 文化へのアクセスをデザインする 2024年7月4日

オルガン・プロムナード・コンサートvol.408　出演者オーディション 2024年8月21日

2024年度神奈川県立音楽堂&神奈川県民ホール　制作・広報インターン 2024年9月4日

劇場運営マネージメント講座 神奈川県公立文化施設協議会第2回技術研修会　劇場におけるドローンの活用について 2024年9月11日

神奈川県受託事業 ありがとう神奈川県民ホール
　Jewels from MIZUKA 2025 ジュエルズ・フロム・ミズカ 2025 2025年3月8日

　神奈川県吹奏楽フェスティバル 2025年3月16日

　フィナーレコンサート「ありがとう神奈川県民ホール」 2025年3月31日

クロージングセレモニー 2025年3月31日

神奈川県民ホール　
2024年度主催事業一覧
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賛助会員の皆様におかれましては、日頃より神奈川県民ホー
ルに多大なご支援を賜り、心より御礼申し上げます。

2024年度は私ども神奈川県民ホールの運営に際しまして、
大きな節目となる一年でした。2025年1月17日に迎えた開館
50周年、同年3月を通じて行ったクロージングイベントはとりわ
け大きな出来事でした。皆様にはこれらを中心に、年間を通し
て行った事業の中で目立ったもの、今後の県民ホールの展開に
つきましても、現在ご報告できるところを申し述べさせて頂きます。
まず、開館50周年につきましては、1975年1月以来、当ホー
ルのシンボルとして皆様に愛されてきたオルガンのコンサートを
行い、お祝いしました。奏者にはオーディションで選ばれた新
進の平野由衣氏をお迎えし、公共ホールが初めてパイプオルガ
ンを備えた県民ホールの伝統を託すとともに、平野氏の長きに
わたるこれからのキャリアの中で、日本のオルガン文化、音楽文
化を盛り上げていって下さるよう願いを込めた演奏会を行いまし
た。3月を通して行った神奈川県主催事業「ありがとう神奈川
県民ホール」では、上野水香氏プロデュースによる絢爛たるガラ
公演「Jewels from MIZUKA 2025」、コンテンポラリーダン
サーの安藤洋子氏が神奈川県内のシニアの皆様を主役に創作
を行った「チャレンジ・オブ・ザ・シルバー『Largo』」、神奈川県
内から1,315人の吹奏楽奏者が集まった「神奈川吹奏楽フェ
スティバル」、最終日3月31日のフィナーレコンサート「ありがと
う神奈川県民ホール」などを行いました。
バレエ、コンテンポラリーダンス、吹奏楽、オーケストラコンサー

トや合唱など、いずれも、半世紀にわたり県民ホールが発信し
てきた事業を代表する催しに、ホールを愛するお客様が大勢お
越しくださいました。なかでも、フィナーレコンサート終了後に、
お客様お一人お一人を心を込めてお見送りし、館内の灯りを落

とした瞬間には、万感込み上げる想いがありました。名残りを
惜しんでホール周辺に留まって下さった皆様との時間を共有す
ることもできました。
主催事業としては、オルガン・プロムナード・コンサートやオープ

ンシアター、年末のファンタスティック・ガラコンサートなど、恒
例プログラムがこれまで以上の盛り上がりを見せた他、特筆す
べきものとして、S.シャリーノ作《ローエングリン》日本初演、オ
ルガン企画「音の記憶、空間の記憶」を実施いたしました。こ
の《ローエングリン》は通常のオペラとは異なり、現在も旺盛な
創作を続けるイタリア人作曲家による特殊な音響システムを用い
た作品です。主演を務めた俳優・橋本愛氏のパフォーマンスは
大きな評判を呼びました。「音の記憶、空間の記憶」は、これま
で県民ホールが日本人作曲家に委嘱し、初演してきたオルガン
作品を結集させたコンサートでした。いずれも、いわゆる現代
音楽の公演です。これまで、團伊玖磨先生、一柳慧先生と世
界的な作曲家を芸術総監督に戴き、常に実験的な作品への挑
戦を目標に掲げ、皆様にご支持いただいてきた県民ホールとし
て、創作における攻めの姿勢を貫くことができたと感じています。
最後に、神奈川県民ホール休館後の状況について触れさせ

て頂きます。県民ホールで行われてきた事業は、今後は神奈川
県内33市町村にて発展的に展開していくことが決まっています。
さらに、建物につきましても、新たな県民ホールの建設を目指し、
県による基本構想策定委員会がスタートしています。こういった
動きを通じて、新たなホールがこれまで以上に県民の皆様のた
めの施設・事業拠点となる見通しです。私たちもこの機運に呼応
し、県内展開のなかで役割を全うして参ります。これからも賛
助会員の皆様方におかれましては、変わらぬご支援を宜しくお
願い申し上げます。

2024年度の事業を振り返って 神奈川県民ホール 総支配人　眞野 純



KAAT神奈川芸術劇場　
2024年度  活動概要

1-2 KAAT×新ロイヤル大衆舎 vol.2『花と龍』 撮影：宮川舞子／ 3 KAAT神奈川芸術劇場プロデュース 音楽劇『愛と正義』 撮影：宮川舞子／ 4-5 KAAT神奈川芸術劇場プロデュース『リア王の
悲劇』 撮影：宮川舞子／ 6-7 日英国際共同制作 KAAT × Vanishing Point『品川猿の告白 Confessions of a Shinagawa Monkey』 撮影：細野晋司／ 8 KAAT×ケダゴロ×韓国国立現代舞踊
団『黙れ、子宮』 撮影：大洞博靖／ 9 KAATキッズ・プログラム2024『らんぼうものめ』 撮影：宮川舞子／ 10 KAATキッズ・プログラム2024『ペック』fromスコットランド 撮影：Mihaela Bodlovic／ 

11 KAAT神奈川芸術劇場プロデュース『ライカムで待っとく』 撮影：引地信彦／ 12 KAAT×山田うん×池上高志『まだここ通ってない』 撮影：大洞博靖／ 13 KAAT EXHIBITION 2024 南条嘉毅
展｜地中の渦 撮影：木村雅章

10 11

8 9

6 7

12 13

開館日 2011年1月11日
施設概要 ホール（約1,200席）
 大スタジオ（約220席）
 中・小スタジオ（401㎡）
 アトリエ（149㎡）
住所 神奈川県横浜市中区山下町281

1

3

54

2
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ミッション「創造に挑む」

KAAT神奈川芸術劇場プロデュース『リア王の悲劇』 2024年9月16日～10月3日

KAAT EXHIBITION 2024南条嘉毅展｜地中の渦 2024年9月23日～10月20日

日英国際共同制作 KAAT×Vanishing Point

『品川猿の告白　Confessions of a Shinagawa Monkey』 2024年11月28日～12月8日　ほかスコットランド公演

KAAT×新ロイヤル大衆舎 vol.2『花と龍』 2025年2月8日～22日　ほか国内巡回公演

KAAT神奈川芸術劇場プロデュース　音楽劇『愛と正義』 2025年2月21日～3月2日

ミッション「感動を分かち合う」

KAATキッズ・プログラム2024

　『ペック』 from スコットランド 2024年7月6日～7日

　『らんぼうものめ』　ほか関連企画バックステージツアー「らんぼうものめのちいさな美術館」 2024年7月20日～28日　ほか国内巡回公演

KAATフレンドシッププログラム

　「KAATマルシェ」 2024年7月6日～7日、12月21日～22日

　「みんなのKAAT バックステージツアー」 通年

　〈YPAMフリンジ〉 「日本現代サーカスネットワークMirai Circus Networkショーケース」 2024年12月8日

　「横浜中華街 2025横浜春節祭 ランタンオブジェ展示」  2025年1月20日～2月25日

KAATキッズ・プログラム×KAATフレンドシッププログラム

　「みんなのKAAT バックステージツアー for KIDS」 2024年8月4日

ミッション「つねに考える」

KAAT×山田うん×池上高志『まだここ通ってない』 2024年10月18日～20日

横浜国際舞台芸術ミーテイング2024（YPAM2024）〈YPAMディレクション〉 〈YPAM連携プログラム〉 2024年11月29日～12月15日

カイハツ

　戯曲カイハツ 「エウロペアナ」を読む会 2024年4月25日

　創作プロセスカイハツ 「ボン・パーク&原サチコによるワークショップ」 2024年7月16日～20日

　戯曲カイハツ 「The Jungle」を読む会 2024年9月19日、26日

　戯曲カイハツ 「sexual misconduct of the middle classes」を聞く会 2024年10月17日

　企画・人材カイハツ 池内美奈子企画「アクティヴ・アナリシスを実践し、ウクライナ戯曲を読む」 2024年10月25日～11月4日

　戯曲カイハツ 「Infinite Life」を読む会 2024年11月1日

　企画・人材カイハツ 目黒陽介企画「現代サーカスやパントマイムのパフォーマーによる演劇的作品の可能性を探る」 2024年12月18日～27日

　戯曲カイハツ ステファノ・マッシーニ「アイヒマン　夜の始まるところ」を聞く会 2025年3月21日

　戯曲カイハツ 永井愛「カズオ」を聞く会 2025年3月23日

ミッション「未来につなぐ」

KAAT神奈川芸術劇場プロデュース『ライカムで待っとく』  2024年5月24日～ 6月2日　ほか国内巡回公演

KAAT×国立劇場〈つたえつなぐ〉「観てよみ解く～実演&レクチャー～」 2024年11月16日～17日、2025年3月15日

KAAT×ケダゴロ×韓国国立現代舞踊団『黙れ、子宮』 2024年12月13日～15日

〈KAAT人材育成事業〉

グリーンシアター・ワークショップ 2024年6月10日、2025年3月11日

KAAT舞台技術講座2024 2024年7月9日

KAAT神奈川芸術劇場×東京芸術劇場　KAAT舞台技術講座2025 2025年1月21日

2024年度インターン　舞台技術コース 2024年8月31日～ 9月16日

リラックスパフォーマンスを考える　KAAT×新ロイヤル大衆舎 Vol.2『花と龍』やさしい鑑賞回 2025年2月19日

〈KAAT教育普及事業　教育機関連携〉

神奈川総合高等学校　夏季特別講座「応用舞台技術」2024 2024年7月31日～ 8月2日、8月9日、10月21日

大学連携　玉川大学芸術学部演劇・舞踊学科　劇場接遇研修 2024年11月17日

大学連携　名古屋芸術大学芸術学部芸術学科　施設見学およびレクチャー 2024年11月25日

KAAT神奈川芸術劇場　
2024年度主催事業一覧
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2024年度の事業を振り返って

いつも大きなご支援をいただきまして、誠にありがとうご
ざいます。皆様の不断のお力添えにより、2025年1月、
KAAT神奈川芸術劇場は開館から14年を迎えました。そし
て、長塚圭史芸術監督の就任からは4年、その真価の問わ
れる年でしたが、これまでの取り組みが実を結び、大きな成
果を生んだ1年となりました。

2022年の初演で高く評価された『ライカムで待っとく』の
再演は、沖縄の過去、現在、未来を演劇ならではの手法で
描いて、沖縄での上演も実現し、社会への問いかけをお客様
と共有しました。
また、日英国際共同制作である『品川猿の告白 Confessions 

 of a Shinagawa Monkey』は、両国の俳優・スタッフが四つ
に組んでの協働により、素晴らしい上演成果を手にすることがで
きました。この作品は、長塚芸術監督が取り組んでいる「カイ
ハツ」から育った企画です。KAATでの公演ののちには、スコッ
トランドでの上演も行われ、スコットランド演劇批評家協会賞4

部門の最高賞を受賞するなど、絶賛を博しました。今後、世
界各地での上演も計画されており、神奈川から世界への発信と
なります。
国内においても、同作や『リア王の悲劇』の出演者、関係

者の受賞が相次ぎ、高い評価をいただきました。
長塚芸術監督の掲げる「ひらかれた」劇場を目指す取り組

みも成果を上げました。自身の演出作品である『花と龍』で
は、近隣地域の皆様との協働により舞台上に屋台を出現さ
せ、客席も巻き込む演出や熱演も相まって、観客に驚きと笑
顔を届け、地域との繋がりを強く感じる場となりました。同作
では、障がいのある方への鑑賞サポートの一環として、「やさ
しい鑑賞回」と題して、従来の劇場空間での芸術鑑賞に不安
がある方 も々安心して鑑賞できる上演も行い、社会包摂の実
現に向けた新たな挑戦となりました。またキッズ・プログラムで
は、子どもたちに気づきの場としての鑑賞機会の提供に取り
組みました。
そして、プログラムの公募が始まった「カイハツ」をはじめ、
舞台芸術が環境に配慮しながらより質の高い表現を生み出すこ
とを考える場「グリーンシアター・ワークショップ」等、劇場から
私たちの未来を見つめる新たな取り組みが始まっています。

KAAT神奈川芸術劇場は、神奈川県の芸術文化の拠点と
して、これからも県民の皆様に親しまれ、また楽しみ生きる力
となるよう、励んでまいります。どうぞ皆様のさらなるご支援
を賜りますよう、お願い申し上げます。

KAAT神奈川芸術劇場 支配人兼事業部長　堀内真人
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神奈川県立音楽堂
2024年度  活動概要

開館日 1954年11月4日
施設概要 ホール（定員1,106人）
住所 神奈川県横浜市西区紅葉ケ丘9-2

1 音楽堂室内オペラ・プロジェクト 第7弾 濱田芳通&アントネッロ モンテヴェルディ『オルフェオ』新制作／ 2 音楽堂ファミリーデー「バルーンアーティスト p0p0balloon」 撮影：Keiichi Kimura／ 

3 開館70周年記念ガラコンサート「紅葉坂の四季」／ 4 子どものための音楽堂　せかいはともだち！／ 5 シリーズ「新しい視点」 紅葉坂プロジェクトVol.3「音楽家が『ぬ』と出会うとき」／
6 音楽堂ヘリテージ・コンサート 2人のアムラン デュオリサイタル／7 音楽堂ヘリテージ・コンサート ベルチャ弦楽四重奏団&エベーヌ弦楽四重奏団／8 音楽堂ヘリテージ・コンサート スティー
ヴン・イッサーリス チェロリサイタル／ 9 第57回クリスマス音楽会 ヘンデル「メサイア」全曲 撮影：ヒダキトモコ（2以外全て）

1

3

6

2

7

9

4 5

日頃より、賛助会員の皆様におかれましては、神奈川県立音
楽堂の活動への格別のご支援、ご協力を賜り、心より御礼申し
上げます。思い起こせば、昨年は不穏な事件や災害も多く発生
した中、夏季五輪での日本選手の躍進、ノーベル平和賞受賞、
地元の横浜DeNAベイスターズの日本一など、日本国中が沸
く明るいニュースも続きました。ようやくコロナ禍からの脱却を実
感できる年でもありました。音楽堂の主催公演「メサイア」にお
きましても、人数制限なく舞台上で歌っていただくことが叶い、
たくさんのお客様の笑顔をお迎えすることができました。
戦後まもない1954年11月4日に開館した音楽堂にとって

は、開館70年を迎える記念すべき年でもありました。「開館
70周年記念週間」と題し、アーカイブ展、音楽堂建築見学会、
音楽堂ファミリーデー、記念ガラコンサート「紅葉坂の四季」
を約1週間にわたり開催しました。アーカイブ展では過去のポ
スター、写真、アーティストのサインなどを展示、「紅葉坂の四
季」では開館当初から出演されている小林道夫氏はじめ巨匠か
ら新進気鋭の音楽家まで、音楽堂に縁の深いアーティストが
集結した豪華絢爛なガラコンサートを開催、子どもから大人ま
で、そして音楽から建築まで、音楽堂の様々な魅力をたくさん
のお客様にご紹介することができました。
そのほか、現代を代表する国際的な音楽家に焦点を当て
た「ヘリテージ・コンサート」を開催、音楽堂事業の柱ともいえる

「室内オペラ・プロジェクト」では、日本の古楽界を牽引する濱
田芳通&アントネッロの演奏によるモンテヴェルディ作曲オペラ
「オルフェオ」を上演、満席のスタンディング・オベーションをい
ただきました。公演におけるインクルーシブな取り組みや鑑賞
サポート、小中学校の先生を対象にしたアウトリーチ事業にも
積極的に取り組みました。
県立図書館など紅葉ケ丘の5つの文化施設が連携する「紅
葉ケ丘まいらん」では、スタンプラリーや様々なイベントを実施
するなど、地域の活性化に努めております。
このように、昨年度は開館70周年記念事業の実施、故・一
柳慧名誉芸術総監督の遺志を受け継いだ独自性、国際性、
上質性を兼ね備えたラインナップに加え、若い世代や地域に
向け、新しいジャンルの音楽、他ジャンルの芸術との協働も含
めた発信を行う等、皆様の温かいご支援のもと、各事業を無
事に遂行することができました。改めて感謝申し上げます。「東
洋一の音響」とうたわれた音楽専門ホール、そして神奈川県重
要文化財の指定を受けた建築物という両面の魅力を将来にわ
たって伝え、今後もたくさんの皆様に喜ばれるホール運営に努
めてまいります。

70年を経て更なる進化を遂げようと邁進する音楽堂をどうぞ
温かくお見守りいただき、引き続き皆様のご支援を賜りますよう
お願い申し上げます。

2024年度の事業を振り返って 神奈川県立音楽堂 館長　赤江直美
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開館70周年記念週間
アーカイブ展 2024年10月31日～11月4日

音楽堂建築見学会 　2024年11月2日

音楽堂ファミリーデー「0歳からのはじめてのピアノ連弾コンサート」ほかホワイエ企画 2024年11月3日

開館70周年記念ガラコンサート「紅葉坂の四季」 2024年11月4日

ミッション「創造に挑む」
音楽堂室内オペラ・プロジェクト 第7弾

　濱田芳通&アントネッロ モンテヴェルディ『オルフェオ』新制作 2025年2月22日～23日

　関連企画

　　「400年前の音楽に出会おう！リコーダーワークショップ」（平塚） 2024年11月16日

　　昭和音楽大学公開講座「古楽の音楽づくりを体験する」（川崎） 2024年12月21日

　　オペラ『オルフェオ』を読み解くワークショップ～バロックオペラへの誘い～（相模原） 2025年1月9日

シリーズ「新しい視点」

　紅葉坂プロジェクトVol.3 2024年7月20日

　紅葉坂プロジェクトVol.4　ワークインプログレス 2025年3月8日

ミッション「感動を分かち合う」
音楽堂ヘリテージ・コンサート

　2人のアムラン デュオリサイタル 2024年9月14日

　スティーヴン・イッサーリス チェロリサイタル 2024年12月8日

　ベルチャ弦楽四重奏団&エベーヌ弦楽四重奏団 2025年3月29日

ミッション「つねに考える」
街なかトークカフェ

　ピアノ・デュオと四手連弾は何が違う？－19世紀の音楽文化について 2024年8月9日

　オペラ界きっての売れっ子キャラ！オルフェオの魅力をさぐる 2025年1月15日

ミッション「未来につなぐ」
神奈川県立音楽堂×神奈川フィルハーモニー管弦楽団 小中高生のための公開リハーサル 2024年5月18日、7月6日、2025年1月11日　

子どものための音楽堂　せかいはともだち！ 2024年8月3日

大人のための音楽堂　音楽堂のピクニック 2024年10月12日

音楽堂&県民ホール制作・広報インターン 2024年8月27日～ 9月24日

第57回クリスマス音楽会 ヘンデル「メサイア」全曲 2024年12月15日

音楽堂アウトリーチ「先生のためのアウトリーチ」 教育研究会等対象に県内で実施及び音楽堂にて映像収録
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社会と芸術をつなぐ窓口＝ポータルとして、芸術文化をより多くの方の身近に、
そしてもっと楽しんでいただくために、さまざまな取り組みを行っています。

インクルーシブアプローチ
より多くの方々に鑑賞機会を提供できるよう、
インクルーシブアプローチに取り組んでいま
す。障がいのある方にも劇場で鑑賞してもら
えるよう、目のみえない、みえにくい方には
点字プログラムや事前説明会、耳のきこえな
い、きこえにくい方にはタブレット端末による
字幕提供、きこえを支援するヒアリングルー
プの設置、手話通訳などの鑑賞サポートを
一部の公演で行っています。また、初の試み
として、年齢や障がいの有無に関わらず、多
くの方が一緒に舞台を楽しめるように配慮し
た「やさしい鑑賞回」を実施しました。そして、
NPO法人神奈川子ども未来ファンド、横浜
市社会福祉協議会等を窓口に、子育て・教
育支援施設や里親家庭、ひとり親家庭から
応募いただき、引率者やご家族あわせて87

名を公演に招待しました。

専門人材育成プログラム
ホール・劇場や舞台芸術の分野で働くプロのため
のブラッシュアップ講座と、舞台芸術の世界でさ
らなるステップアップをめざす方や芸術分野で仕
事に就くことをめざす学生などを対象としたイン
ターンシッププログラムを3館それぞれの特性を活
かして行っています。また、環境に配慮しながら
豊かな表現を生み出す舞台芸術の実現をめざす
グリーンシアターの取り組みに関するワークショッ
プを新たに実施しました。

学校教育へのアプローチ
学校に芸術家を派遣するプログラムを行っています。先生がプロの芸術家によるアウトリーチを体験し、授業にいかすヒントを得るための
「先生のためのアウトリーチ」を、鎌倉市、県西地域の小・中学校の先生を対象に計3回実施しました。

県内の文化施設との連携
親子で楽しむコンサートや、目のみえない、みえにくい方ともに楽
しむプログラムなどを県内の文化施設で開催しています。

共生共創事業
「ともに生きる　ともに創る」を掲げた共生共創事業（神奈川県
受託事業）では、4つのシニアプロジェクトをはじめ、県内の福
祉施設でのワークショップ、多文化への理解を深めるプロジェク
トを実施しています。

「やさしい鑑賞回」でのフリーエリア きこえを支援するヒアリングループ受信機

鑑賞サポートメニューを示した受付 鑑賞をサポートするコミュニケーションボード

グリーンシアターワークショップのようす

共生共創事業「音の探検隊」　撮影：加藤甫（studio oowa）

社会連携ポータル事業  2024 年度の取り組み　


